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【はじめに】 

大阪平野は優良な地下水賦存地帯であり、近年は深度 100m から 300m に掘削された

井戸を用いた専用水道が盛んになりつつある。高度経済成長期の地盤沈下の要因となっ

たこの深度の地下水は長年利用されていなかったために、水質の特徴が明らかにされて

いない。本研究では、地下水に残された地盤沈下の影響を評価するために、大阪平野の

100m 以深の取水井戸を主な対象として採水し、一般水質と水素・酸素安定同位体比を

分析した。また、その結果を既存の地下水分析結果と合わせて、3次元マップを作成し、

大阪平野の地下水流動系の全体像の可視化を試みた。その結果を報告する。 

【結果と考察】 

 地下水の分析結果のうち、Cl 濃度、水素・酸素の安定同位体比の値をフリーソフトの

GRASS GIS により 3 次元図にプロットした。その結果、同位体比の小さい地下水は、

上町断層西側の低地を中心に大阪平野中心部に分布することが明らかであった。上町台

地西側の海抜 0m 地帯において深度 100m 以浅の地下水は海水の影響を受けているが、

100m 以深の地下水には影響がみられない。また、深度 100m 以深の地下水の同位体比

（δD:-50‰～-60‰、δ18
O:-8‰～-9‰）は周辺の降水を起源とする地下水（δD:-40‰

～-50‰、δ18
O:-6‰～-7‰）よりも小さい。これらの地下水水質は希薄なナトリウム‐

炭酸水素型である。大阪市南部の上町台地と低地の境界にある阿倍野区において断層を

挟む 200m 離れた 2 地点で採取された深度 100m 以深の被圧帯水層の試料で、水質が大

きく異なり、水の酸素同位体比が 1‰以上も違う地下水がみられた。これらのことから、

上町断層による涵養は、低地の被圧地下水には及んでいないことが明らかである。地盤

沈下発生時に難透水層である粘土層から絞り出された地下水は今も存在しており、新た

な涵養によっては十分に地下水が回復していないと推定される。 
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